
シンポジウム

　KONC は自然保護、自然環境保全にかかわる各分野の人たちや関心を持つ人たちが幅広く結集し、研究の進歩と自然

および自然環境の保護・保全に貢献することをめざして、1978 年に創立されました。

　KONC はその活動の成果と、個々の会員の研究成果および経験の蓄積にもとづき、関西一円における自然保護の諸問

題に対する有力なアドバイザリー・ボティ（助言勧告機関）として、社会の要請にこたえることを目指しています。

１．自然保護・自然環境保全に関する調査・研究の実施

２．シンポジウム・セミナー・講演会などの開催

３．現地見学会の開催

４．調査・研究に対する助成事業の実施動
活
の
ち
た
私

会の活動は、個人会員・維持会員の会費により、まかなわれています。

その時々の重要課題について、関連する研究機関、
NPO、行政が参加する総合的なシンポジウムを実施し
問題点の認識と解決への道筋を発信していきます。

研究助成
自然保護に関する研究に対して、若手研究者を中心に毎年40
万円の研究助成を行ってきました。現在までに、123 件の助
成を実施し、基礎研究の充実に貢献してきました。 

現地見学会とセミナー
自然保護上の問題となっているフィールドを、現地を熟
知した専門家の案内で見学します。また、専門家を交え
たセミナーを開催しています。これらの活動を通じて、
問題点の理解と整理、そして解決のための方策を模索し
ていきます。

http://www.omnh.net/konc/関西自然保護機構
ホームページ

５．会誌・ニュースの発行

６．自然保護および自然環境保全に関する提言と助言

７．国内外の諸団体との連絡・協力

現在助成中の研究

「奈良公園におけるカスミサンショウウオの生息状況と土壌環境・土壌動物群集」

「外来樹種ナンキンハゼの生態と在来種への影響」

「篠山市における未圃場整備地の再管理による植生の回復実験」

「希少淡水魚アカザの保全に関する研究」

「由良川渓畔林の小水域間における捕食者を介した群集・生態系過程の連結」

専門誌『地域自然史と保全』の発行
『地域自然史と保全』は、地域の自然特性を重視した、
自然保護のための科学的情報を集めた学術誌です。
（年２回発行、査読あり、各号約８０p）

個人維持会員：年会費１万円～（５０００円を超える部分は寄付として扱います）
紙・電子媒体会員：年会費 5,000 円
電子媒体のみ会員：年会費 2,500 円
法人維持会員：研究助成やシンポジウムの支援をいただけませんか？事務局にご

相談ください
寄　付　　　：認定 NPO 法人大阪自然史センターの事業として実施するため、

寄付控除が受けられます

専門的見地からの提言活動

会員などからの提言に基づき専門的見地から保全のための提言活動を

行います。また保全委員会などにも参画しています。

最近の提言活動

「信太山丘陵の保全と活用」

「朽木村トチノキ巨木林の伐採計画について」

「亀岡市のアユモドキ保全について」

「敦賀市中池見湿地の保全について」

「豊中市の大阪層群露頭の保存」

皆様の入会、ご支援をお待ちしています

問い合わせ・関西自然保護機構　事務局　〒546-0034　大阪市東住吉区長居公園 1-23　大阪自然史センター気付
Tel : 06-6697-6262　 Fax : 06-6697-6306　e-mail : konc@mus-nh.city.osaka.jp


